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都
立
久
留
米
高
等
学
校

公

開

講

座

　

実
験
室
で
人
間
の
目
や
脳
の
不

思
議
さ
を
体
験
し
た
り
、
野
外
に

出
て
実
際
に
動
物
を
観
察
し
た
り

自
然
の
中
の
も
の
で
何
か
を
作
っ

た
り
と
、
親
子
で
生
き
物
の
す
ば

ら
し
さ
、
不
思
議
さ
を
体
験
し
ま

す
。

　
【
講
座
名
】
親
子
で
楽
し
む
、
わ

く
わ
く
生
き
物
探
検

　
【
日
時
・
会
場
・
内
容
】
６
月
４

日
（
土
）
午
前　

時
〜
正
午
が
同

１０

校
で
、「
人
の
目
と
脳
の
不
思
議
体

験
」、　

日
（
土
）
正
午
〜
午
後
８

１８

時
が
青
梅
市
根
ヶ
布
永
山
丘
陵
で
、

「
森
の
楽
し
み
方
と
動
物
観
察
」

　
【
対
象
】都
内
の
小
学
３
年
生
〜

中
学
生
（
親
子
で
参
加
の
こ
と
）

　
【
定
員
】　

人
（　

組
）。
申
し

３０

１５

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

　
【
受
講
料
】
１
０
０
０
円
（
大
人

の
み
）

　

申
し
込
み
は
５
月　

日
（
水
）

２５

ま
で
に
（
必
着
）、
往
復
は
が
き
に

講
座
名
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
２
０
３

�
０
０
５
２
、
幸
町
５
ノ
８
ノ　

、
４６

都
立
久
留
米
高
等
学
校
公
開
講
座

係
あ
て
郵
送
を
。

　

詳
し
く
は
同
校
�　

・
２
５
１

７１

０
へ
。

都
立
清
瀬
東
高
等
学
校

公

開

講

座

　

手
び
ね
り
や
板
作
り
で
小
物
や

ラ
ン
プ
等
の
制
作
か
ら
施
釉
ま
で
、

陶
芸
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。

　
【
日
時
】
６
月
４
日
・　

日
・　

１１

１８

日
・　

日
、
７
月　

日
い
ず
れ
も

２５

１６

土
曜
日
の
午
前
９
時
〜
正
午

　
【
会
場
】
同
校

　
【
対
象
】全
日
程
参
加
で
き
る
初

心
者
の
方

　
【
定
員
】　

人
（
申
し
込
み
多
数

２０

の
場
合
は
抽
選
）

　
【
受
講
料
】
３
０
０
０
円
（
材
料

費
含
む
）

　

申
し
込
み
は
５
月　

日
（
金
）

２０

ま
で
に
（
必
着
）、
往
復
は
が
き
に

「
や
さ
し
い
陶
芸
」
と
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
〒

２
０
４
�
０
０
１
１
、
下
清
戸
１

ノ
２
１
２
ノ
４
、
都
立
清
瀬
東
高

等
学
校
公
開
講
座
係
あ
て
郵
送
を
。

　

詳
し
く
は
同
校
�　

・
７
６
１

９３

１
へ
。

個
人
情
報
保
護
法
施
行

　

Ｑ　

４
月
か
ら
「
個
人
情
報
保

護
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、

何
が
変
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

Ａ　

こ
れ
ま
で
民
間
の
取
り
扱

う
個
人
の
情
報
は
特
別
な
規
制
な

ど
な
く
、
自
由
に
や
り
取
り
さ
れ

て
き
た
た
め
、
わ
た
し
た
ち
の
知

ら
な
い
間
に
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が

収
集
さ
れ
た
り
、
そ
の
情
報
が
い

ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
利
用
さ
れ
る

な
ど
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
個
人
情
報
を
ず
さ
ん
な
管

理
体
制
で
扱
う
業
者
や
不
当
な
目

的
で
利
用
す
る
業
者
で
も
法
律
で

規
制
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
改
善
し
よ
う

と
、
今
後
は
個
人
に
か
か
わ
る
情

報
を
大
切
に
取
り
扱
う
こ
と
を
基

本
と
し
て
、
特
に
個
人
の
情
報
を

大
量
に
取
り
扱
う
事
業
者
に
対
し

て
各
種
の
義
務
を
課
す
「
個
人
情

報
保
護
法
」
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
は
５
０
０
０
件
以
上

の
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
「
個
人

情
報
取
扱
事
業
者
」
を
対
象
と
し

て
い
ま
す
。法
人
、個
人
を
問
わ
ず
、

目
的
を
告
げ
ず
に
個
人
情
報
を
集

め
た
り
、
当
初
の
目
的
を
逸
脱
し

て
利
用
す
る
行
為
な
ど
を
禁
じ
、

さ
ら
に
事
業
者
に
個
人
情
報
の
流

出
を
防
ぐ
た
め
の
管
理
体
制
の
整

備
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。
な
お
、

個
人
情
報
を
少
量
し
か
取
り
扱
わ

な
い
小
規
模
の
事
業
者
は
処
罰
な

ど
の
対
象
と
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

事
業
者
に
個
人
情
報
を
提
供
す

る
際
に
は
、
そ
の
利
用
目
的
や
、

利
用
の
条
件
な
ど
を
確
認
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
利
用
目
的
が
納

得
で
き
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
、

十
分
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
必
要
以
上
の
情
報
は

出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
、
架
空
請

求
や
悪
質
商
法
の
手
口
を
事
前
に

知
っ
て
お
く
こ
と
も
大
事
で
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
は
提
供
す
る
こ
と

に
関
し
て
無
頓
着
で
あ
り
、
提
供

後
の
利
用
な
ど
相
手
の
自
由
で
し

た
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
は
ま
ず
、

提
供
の
際
に
十
分
な
検
討
が
必
要

で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
法
律
で
初
め
て
採

用
さ
れ
た
制
度
に
、
開
示
請
求
、

訂
正
請
求
、
利
用
停
止
請
求
と
い

う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
個
人
情
報

取
扱
事
業
者
は
、
こ
う
し
た
請
求

が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
迅
速
に

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
、
事
業
者
の
法
的
な
義
務
と
し

て
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

消
費
者
の
立
場
か
ら
は
、
自
ら

の
個
人
情
報
が
大
切
な
も
の
で
あ

る
こ
と
を
十
分
意
識
し
て
、
む
や

み
に
提
供
し
な
い
こ
と
、
信
頼
で

き
る
事
業
者
に
だ
け
提
供
す
る
と

い
っ
た
心
掛
け
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

《
消
費
者
相
談
》

　

●
平
日
の
午
前　

時
〜
午
後
４

１０

時
＝
市
消
費
者
セ
ン
タ
ー
（
市
民

生
活
館
内
）
�　

・
４
５
０
５

７３

　

●
土
曜
・
日
曜
日
の
午
前　

時
１０

〜
午
後
４
時
＝
全
国
消
費
生
活
相

談
員
協
会
（
港
区
高
輪
３
ノ　

ノ
１３

　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
内
）

２２�　

・
３
４
４
８
・
１
４
０
９

０３

　

詳
し
く
は
健
康
課
�　

・
０
０

７７

２
２
へ
。

夜

間

小

児

初

期 

救
急
診
療
を
開
始

　

４
市（
東
久
留
米
市
、東
村
山
市
、

清
瀬
市
、
西
東
京
市
）
と
５
市

（
東
久
留
米
市
、
小
平
市
、
東
村
山

市
、
清
瀬
市
、
西
東
京
市
）
医
師

会
は
、
多
摩
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー

（
旧
東
京
都
多
摩
老
人
医
療
セ
ン

タ
ー
、
左
図
参
照
）
で
、
６
月
３

日（
金
）か
ら
毎
週
火
曜
日
と
金
曜

日
の
午
後
７
時
半
〜　

時
半
に
、

１０

都
内
初
の

広
域
的
な

小
児
初
期

救
急
診
療

を
開
始
し

ま
す
。
対
象
は
原
則　

歳
以
下
の

１５

初
期
救
急
患
者
で
す
。
診
療
は
、

５
市
医
師
会
か
ら
派
遣
さ
れ
る
小

児
科
医
が
輪
番
で
行
い
ま
す
。

　

週
２
日
の
開
始
と
な
り
ま
す
が
、

今
後
、
日
数
の
拡
大
な
ど
、
小
児

医
療
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

検

診

の

ご

案

内

　

市
で
は
、
各
種
検
診
を
職
場
等

で
検
診
の
機
会
の
な
い
方
を
対
象

に
行
っ
て
い
ま
す
。
健
康
の
保
持

増
進
や
疾
病
の
早
期
発
見
、
早
期

治
療
の
た
め
に
、
自
覚
症
状
が
な

く
て
も
予
防
の
た
め
に
各
種
検
診

を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

な
お
、　

年
度
か
ら
各
種
検
診

１７

事
業
に
つ
い
て
、
負
担
の
公
平
性

の
観
点
か
ら
、
一
定
の
ご
負
担
を

し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し

各　種　検　診　事　業　負　担　金　等　一　覧
会　場自己負担金検　診　内　容対　象　者期　 間検　診　名

検診実施
医療機関

１,０００円

身体測定・血圧・胸部エックス
線・尿検査・心電図・血液検査（腎
機能、血糖、貧血、コレステロー
ル）等・肝炎検査 (節目等）

４０・４５・５０・５５・
６０・６５・７０歳の方５月基本健康診査 

（節目）

６５歳以上の方８～９月基本健康診査 
（老人）

５００円歯と歯ぐきの診断４０・４５・５０・５５・
６０・６５歳の方９～１１月成人歯科健診 

（節目）

２,０００円胸部エックス線直接撮影 
かくたん細胞診４０歳以上の方６月肺がん検診

１,０００円

便潜血反応検査４０歳以上の方６月大腸がん検診

頸（けい）部の細胞診２０歳以上の和暦で
奇数年生まれの女性１０～１１月子宮がん検診

未定 視触診・マンモグラフィー　
（エックス線）

４０歳以上の和暦で
奇数年生まれの女性未定乳がん検診

保健福祉
センター

５００円

バリウムによる胃エックス線
間接撮影３５歳以上の方１０～１１月胃がん検診

ＤＸＡ法（腕の部分をエックス
線 で測定）

２０・２５・３０・３５・
４０・４５・５０・５５・
６０・６５歳の女性

９月  骨粗しょう症
  検診

た
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
（
下
表
参
照
）。

　

申
し
込
み
方
法
等
は
広
報
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。　東久留米市演奏家協会のメンバーによる親しみあるクラ

シックコンサートです。今回は３４回目のコンサートで、声楽と

ピアノを主とした構成でお贈りします。気軽にクラッシック音

楽を楽しんでください。

　【日時】 ６月１２日（日）午後２時開演（１時半開場）
　【会場】中央公民館ホール
　【曲目】ヴェルディ作曲の歌劇「椿姫」より、グノー作曲の
歌劇「ファウスト」より“宝石の歌”、シューマン作曲のピア

ノソナタ第３番より、ショパン作曲の“プレリュード”より、

ほか

　【出演】生駒圭子・小川
由紀子・馬場眞二（声楽）、

井手尚子・中路真由美・安

間暁子（ピアノ）、川辺千

香子（ピアノ伴奏）の各氏

　【入場料】無料
　入場整理券を５月１５日

（日）午前９時から、中央

公民館�７３･７８１１▽東部地域センター�７０･８０２０▽市民プラザ

�７０･７８１３▽西部地域センター�７１･７２１０▽南部地域センター

�５１･２０２１の各管理事務室で配布します。

　詳しくは公民館へ。

多摩北部医療センター案内図

▽西武池袋線清瀬駅南口から久米川駅行きバスで青葉町一丁目下
車（約１５分）▽西武新宿線久米川駅南口から清瀬駅南口行きまたは
所沢駅東口行きバスで青葉町一丁目下車（約１０分）▽ＪＲ新秋津駅
から久米川駅行きバスで青葉町一丁目下車（約１５分）
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第３４回 
シルビア・クラシック・コンサート

クラシックの音色をお楽しみください


